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1. 緒言 

有機合成化学の一つの目標は、これまで危険とされていた反応の代替となるプロセスの

改良開発である 1。特に酸化反応は有機合成の根幹となる反応であるにもかかわらず、毒

性の高い遷移金属や爆発性の酸化剤を用いることが未だ多く、グリーンなプロセスの開発

が求められている。今回我々は、金属を用いないイナミドの酸化によるα-ケトイミドの

合成法を報告する。 

Scheme 1. Transition metal-promoted and explosive oxidant-enhanced oxidation of ynamides.
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2. 実験と結果 

 出発原料のイナミドに入手容易で比較的安全な NIS、DMSO を大気下で加えるだけで、

迅速に α-ケトイミド骨格が生成する方法を開発した 2。本反応は 0 °C 下わずか 1 時間以内

に完結し、グラムスケールでも反応が進行することを確認した。さらに本法は、非対称型ジ

アリールアルキンのジケトン酸化にも適用可能であることを見出した。 

Scheme 2. NIS/DMSO/CPME mediated-oxidation of ynamides and unsymmetrical diarylalkynes. 
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